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3
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル

ら
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や

地
域
社
会
な
ど
生
活
全
体
で
学
ぶ
も

の
で
す
。

完
全
学
校
週
５
日
制
は
、
子
ど
も

た
ち
が
豊
か
な
体
験
に
よ
っ
て
豊
か

な
心
が
育
つ
よ
う
、
家
庭
や
地
域
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
な
ど
の
機

会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
社
会
が
互
い
に
協
力
し
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
「
生

き
る
力
」
が
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

完
全
学
校
週
５
日
制
で
毎
週
土
曜

日
が
休
日
に
！
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

で
し
ょ
う
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
休

み
の
日
は
、
家
庭
や
地
域
で
学
校
の

授
業
と
は
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
を
体

験
し
た
り
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

思
い
切
り
し
た
り
す
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
。
隔
週
土
曜
日
休
み
の
現
在
で

も
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
、

土
曜
日
の
休
み
を
有
意
義
で
楽
し
い

と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
休
日
が
増
え
た
ら
勉
強
の
時
間

が
減
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
が

落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
」
と
心
配
す

る
大
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
時
間
は
年
中
無
休
で

す
。
学
校
で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
時
間
も
、
子

ど
も
た
ち
は
そ
こ
で
の
活
動
や
体
験

を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

ん
で
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

科
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
中

で
必
要
な
ル
ー
ル
や
思
い
や
り
、
や

さ
し
さ
と
い
っ
た
内
面
的
な
も
の
も

学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

田植えの体験教室 菊栽培教室

炭やき体験教室
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完
全
学
校
週
５
日
制
に
な
っ
て
、

土
曜
日
の
休
み
が
増
え
た
分
、
学

校
で
の
授
業
時
間
は
減
り
ま
す
が
、

授
業
の
内
容
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

文
部
科
学
省
が
学
校
･
学
年
ご

と
に
教
え
る
べ
き
内
容
を
定
め
た

「
学
習
指
導
要
領
」
も
、
完
全
学
校

週
５
日
制
に
あ
わ
せ
て
改
訂
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
ゆ

と
り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
「
生

き
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
基
本

的
な
ね
ら
い
と
し
、
左
の
よ
う
な
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
し
た
教
育
内
容
に
変

わ
り
ま
す
。

コンピュータ教室
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3
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル

こ
の
地
震
は
、
今
後
30
年
以
内
の

発
生
率
が
50
〜
40
％
と
想
定
さ
れ
、

二
つ
の
想
定
域
に
近
い
三
重
、
和
歌

山
、
徳
島
、
高
知
、
愛
媛
で
は
震
度

６
弱
以
上
と
予
測
。
あ
わ
せ
て
関
東

か
ら
九
州
の
沿

岸
部
で
も
津
波

な
ど
の
影
響
も

あ
り
、
防
災
上

の
配
慮
が
必
要

に
な
っ
て
き
て

い
る
と
さ
れ
る

も
の
で
す
。

懸
念
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
　

望
ま
れ
る
万
全
の
対
策

三
重
県
で
は
昨
年
12
月
６
日
、
現

行
の
地
震
対
策
を
強
化
し
、
的
確
な

体
制
を
つ
く
ろ
う
と
、「
三
重
県
地

震
対
策
会
議
」
が
発
足
。
こ
れ
を
う

け
て
、
県
と
市
町
村
で
つ
く
る
「
三

重
県
市
町
村
等
地
震
防
災
対
策
協
議

会
」
が
１
月
10
日
、
発
足
し
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
年
内
を
め
ど
に
「
建

物
等
の
耐
震
化
対
策
」「
避
難
所
の

確
保
、
運
営
」「
消
火
対
策
」
な
ど

18
項
目
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
策
定
し
、
住
民
に
対
し
て
き

め
細
や
か
な
対
策
を
盛
り
込
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
が
予
測

三
重
県
市
町
村
等
地
震
防
災

対
策
協
議
会
が
発
足

玉城町防災訓練

防災備蓄倉庫
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例
え
ば
、
乾
パ
ン
・
ビ
ス
ケ
ッ

ト
類
３
６
０
０
食
を
確
保
す
る
な

ど
、
防
災
用
品
、
資
材
を
配
備
し

て
い
ま
す
。

危
険
地
域
、住
宅
密
集
地
な
ど
、地

震
発
生
時
の
水
利
の
確
保
を
図
る
た

め
、耐
震
性
貯
水
槽
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

現
在
、
防
火
水
槽
は
、
町
内
に
１

１
８
カ
所
。
そ
の
う
ち
耐
震
性
の
も

の
は
、
22
カ
所
あ
り
ま
す
。

ま
た
、町
消
防
団
に
は
３
台
の
消

防
車
を
配
備
し
、月
２
回
の
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
現
在
、１
分
団（
田
丸
地
区
）

に
２
台
、２
分
団（
有
田
地
区
）に
１

台
、さ
ら
に
今
年
度
３
分
団（
外
城
田

地
区
）に
１
台
配
備
す
る
予
定
で
い

ま
す
。

町
に
は
、
町
民
生
活
の
各
分
野
に

わ
た
り
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
総

合
的
、
計
画
的
な
災
害
対
策
の
推
進

を
図
り
、
同
時
に
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
玉
城
町
防
災
会
議
が
「
地

域
防
災
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

当
町
の
防
災
対
策

1 まず落ち着いて身の安全を確保する

・揺れを感じたら、まず丈夫
な机やテーブルなどの下に身
を隠しましょう。
・座ぶとんなどが身近にあれ
ば、頭部を保護しましょう。

・揺れを感じたら、玄関など
の扉を開けて非常脱出口を確保しましょう。

・大揺れは1分程度でおさまるので周囲の状況をよく確かめ、
あわてて外へ飛び出すことなく落ち着いて行動しましょう。

2 あわてず冷静に火災を防ぐ

・使用中のガス器具、ストーブなどは、すばやく火を消しま
しょう。（石油ストーブは「対震自動消火装置」のものを
使用しましょう。）
・ガス器具は元栓を締め、電気器具はコンセントを抜きまし
ょう。

・万一出火したら、まず消火
器や三角バケツなどの消火
用具でボヤのうちに消し止
めましょう。
・大声で隣近所に声をかけ、
みんなで協力しあって初期
消火に努めましょう。

3 狭い路地、塀ぎわ、崖や川べりに近寄らない
・狭い路地や塀ぎわは、
瓦などが落ちてきた
り、ブロック塀やコ
ンクリート塀が倒れ
てきたりするので遠
ざかりましょう。
・崖や川べりは地盤の
ゆるみで崩れやすく
なっている場合があるので、これらの場所から遠ざかりま
しょう。

4 避難のテクニック

・避難するときは、必ず徒歩で避難しましょう。
・服装は、活動しやすいものにしましょう。
・携帯品は、必要品のみにして、背負うようにしましょう。

・強い地震（震度4程度以上）を感じたとき、または弱い地
震であっても長い時間ゆっくりとした揺れを感じたときは、
直ちに海浜から離れ、急いで高台などの安全な場所へ避難
しましょう。
・ラジオなどで津波情報をよ
く聞きましょう。

・山ぎわや急傾斜地域では、
山崩れ、がけ崩れが起こり
やすいので、自分ですばや
く決断し、ただちに避難し
ましょう。

あ
な
た
を
守
る
次
の
行
動

耐
震
性
貯
水
槽
40
ト
ン
型
（
板
屋
町
）

災
害
か
ら
人
命
を
確
保
す
る
た
め
、

警
察
や
消
防
団
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
被
災
者
の
誘
導
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
避
難
所
は
各
地
区
の
小
学

校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。（
５
・
６

ペ
ー
ジ
参
照
）

災
害
の
予
防
お
よ
び
応
急
対
策

に
必
要
な
物
資
・
資
機
材
を
町
内

４
カ
所
の
水
防
備
蓄
倉
庫
に
計
画

的
に
配
備
し
て
い
ま
す
。
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玉
城
病
院 
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参
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線 
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田丸駅 

外城田駅 

県道伊勢・大
宮線 
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勢
自
動
車
道
関
・
伊
勢
線 

三郷川 

県道度
会・玉
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JR参宮線 

県道伊勢・多気線 

外城田川 

牛尾崎池 

ケアハイツ 
玉城 

村山龍平記念館 
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5

3
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル

防災マップ



多
気
町 

矢野 

山神 

積良 

原 

玉城
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牧戸池 

子守後川 

外城田保育所

外城田小学

的山公園 
● 

至度会町 

大日山 

● 弘法石 

国束山 

至勢和 
多気I.C.

アスピア玉城 

 東外城田郵便局 

至
多
気
町 

陸
蚊

玉城I.C.

県道玉城・南勢線 
（サニーロード） 

6

あ
な
た
を
守
る
次
の
行
動

5 正しい情報の入手を
・テレビ、ラジオの報道に注意してデマにまどわされないよ
うにしましょう。
市町村役場、消防署、警察署などからの情報には、たえず注
意しましょう。
・不要、不急な電話は、
かけないようにしまし
ょう。特に消防署等に
対する災害状況の問い
合わせ等は消防活動等
に支障をきたすのでや
めましょう。

6 協力しあって応急救護を
軽いケガなどの処置は、みんながお互いに協力し合って応急
救護しましょう。

7 協力しあって救出活動を
建物の倒壊や落下物などの下敷きになった人がいたら、地域
のみんなが協力しあって救出活動を行いましょう。

8 自動車の運転中では
道路の左側か空地に停車し、エンジンを止めましょう。
カーラジオで防災情報を聞きましょう。
警察官が交通規制を行っているときには、その指示に従いま
しょう。
避難するときは、キーをつけたままにして、徒歩で避難しま
しょう。

避難所（４カ所） 

外城田地区………外城田小学校 

田丸地区…………田丸小学校 

有田地区…………有田小学校 

下外城田地区……下外城田小学校 

水防-防災備蓄倉庫（４カ所） 

町関連機関の連絡一覧



県
で
は
、
平
成
11
年
４
月
に
「
三

重
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
様
々
な

業
種
に
お
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
職
員
も
体

験
を
通
じ
て
現
状
を
知
ろ
う
と
１
月

24
・
25
日
両
日
の
午
前
、
午
後
、
全

職
員
が
庁
舎
周
辺
で

体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
学
習
会
で

は
、
県
保
健
福
祉
部

の
職
員
を
講
師
に
、

目
の
不
自
由
な
人
を

想
定
し
て
ア
イ
マ
ス

ク
の
体
験
、
80
歳
の

7

3
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト

Tamaki Town Report

老
人
の
不
自
由
さ
を
体
験
す
る
シ
ニ

ア
ポ
ー
ズ
、
車
い
す
を
使
っ
て
肢
体

不
自
由
者
の
体
験
と
、
介
助
の
仕
方

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
た
職
員
か
ら
は
、

「
ロ
ビ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
位
置
が

高
齢
者
に
は
不
都
合
だ
」「
車
い
す

で
は
側
溝
の
ふ
た
の

取
り
付
け
が
問
題
だ
」

な
ど
、
様
々
な
問
題

点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
れ
ら

の
問
題
点
を
も
と
に
、

改
善
策
を
出
し
合
い

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
９
回
町
民
駅
伝
大
会
が
１
月
27

日
（
日
）、
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
に
開
催
さ
れ
、
雨
上
が
り
の

町
並
み
を
元
気
良
く
疾
走
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
「
一
般
」「
小
学
生
」

の
部
あ
わ
せ
て
23
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
、
田
丸
の
町
中
を
４
人
１
組
が

周
回
す
る
か
た
ち
で
競
い
、
白
熱
し

た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

MEMO

↓段差のあるドアで苦戦する体験職員

シニアポーズで老人の不自由さを→
体験する職員

↓

寒
風
を
受
け
ス
タ
ー
ト
す
る
参
加
者

玉
ハ
ム
ず

26
分
34
秒

玉
城
中
野
球
部
Ａ

27
分
33
秒

玉
城
中
野
球
部
Ｂ

28
分
51
秒

玉
城
Ｊ
Ｆ
Ｃ
　
№
Ⅰ

35
分
９
秒

玉
城
Ｊ
Ｆ
Ｃ
　
№
Ⅱ

38
分
37
秒

空
手
マ
ッ
チ
ョ
軍
団

38
秒
54
秒



▲松井孫右衛門が人柱となるシーン

8

流
・
宮
川
に
寄
せ
て
〜
川
よ
」
が
演

じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ふ
る
さ
と
演
劇
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
宮
川
の
豊
か
な
自
然
、

人
と
の
か
か
わ
り
を
今
に
伝
え
て
き

た
歴
史
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
子
ど

も
た
ち
に
も
残
し
た
い
と
、
宮
川
に

寄
せ
る
思
い
を
中
北
幸
宏
さ
ん
（
下

外
城
田
小
学
校
教
諭
）
が
脚
本
・
演

出
。
下
小
演
劇
ク
ラ
ブ
、
た
ま
き
演

劇
愛
好
会
、
公
募
で
選
ば
れ
た
地
元

の
住
民
ら
90
人
あ
ま
り
が
出
演
し
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

度
会
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会
な
ど

が
主
催
す
る
ふ
る
さ
と
演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
１
月
27
日
、
田
丸
小
学

校
体
育
館
で
開
か
れ
、
創
作
劇
「
清

C

玉城町長

c
o

l
u

m
n

客
が
一
緒
に
な
っ
て
合
唱
す
る
な
ど
、

会
場
は
和
や
か
な
う
ち
に
幕
を
降
ろ

し
ま
し
た
。

物
語
は
、
東
京
の
女
性
記
者
が
宮

川
の
河
原
で
地
元
の
老
人
、
子
ど
も

た
ち
や
同
級
生
と
出
会
う
場
面
か
ら

始
ま
り
、
江
戸
時
代
「
人
柱
」
と
な

っ
た
松
井
孫
右
衛
門
の
話
、
昭
和
初

期
の
風
情
あ
る
生
活
な
ど
を
熱
演
。

今
回
は
じ
め
て
劇
中
に
ダ
ン
ス
、
コ

ー
ラ
ス
を
取
り
入
れ
住
民
参
加
の
演

劇
と
な
り
ま
し
た
。

終
演
に
は
、
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
な

っ
た
同
名
タ
イ
ト
ル
曲
（
田
中
伸
一

さ
ん
作
詞
・
作
曲：

度
会
町
）
を
小

俣
女
性
コ
ー
ラ
ス
の
み
な
さ
ん
と
観

南から桜の便りが聞こえ始める候となりました。

広報たまきが発行されて47年になります。その中
で目の不自由な皆さんのために「声の広報たまき」
をご家庭にお届けして、もう５年になります。
町ボランティア団体「たんぽぽ」のみなさんが毎
月奉仕で録音され、玉城郵便局の無料サービスで目
の不自由なご家庭に配達されている事業であります。
寒い夜も、暑い夜もボランティアの皆さんが保健福
祉会館に集合して録音作業に一生懸命取り組んでお
られます。人々のために無心で奉仕される皆さんに
頭の下がる思いがいたします。
今国会でもＮＧＯの海外支援で外務省問題となっ
ておりますが、経済状況や財政問題が大きく議論さ
れる昨今、もう少し大きな度量でボランティアの精
神を理解申し上げたいものです。
町ボランティア６団体の皆さんに心よりお礼申し
上げます。

さて、イントラネット事業。光ファイバー線で公
共施設間を結ぶ工事が終了しました。より早い情報
を役場と各施設、学校、保育所間で送受信している
ところでありますが、同時にケーブルテレビ光ファ
イバー線の布設も終わりご希望のご家庭で受信が始
まりました。地域の生活に密着した情報をいち早く
キャッチする時代であります。特に火災など災害情
報は大変有り難いものであります。来年度にかけて
町も情報内容を整備し、情報提供してまいります。
ご支援お願い申し上げます。

次に上水道の山岡水源地施設でありますが、昭和
52年から使用し始め25年経過いたしました。機械
設備など改修の時期になりました。町民14,600人に
日常生活に欠かすことのできない水でありますだけ
に平成14年度から４カ年計画で改修をいたします。
概算でありますが、10億円余の資金が必要でありま
す。最も早期に改修しなければならない部分から更
新いたします。取水量は現在のままといたしますが、
人口増などの長期的な問題もあり、また災害等も考
慮して外城田地区あたりで南勢水道からの取水も最
終年度の課題と思っているところであります。しか
し、このことはまだまだ検討した上でのことであり
ますが、生活水は長期展望が必要でありますだけに
議論いただきたいと思っております。

桜まつりがもうすぐです。昨年同様夜間照明を中
心とした計画でありますが、祭りは継続することが
最も大切と承知しております。実行委員会の皆さん
をはじめ町民総参加でお願い申し上げます。お城の
西側も今年新しく遊歩道を整備いたしました、ぜひ
散歩してみてください。

２月15日　自宅にて

←宮川のほとりで、
先生と子どもたちの会話

郡
内
の
社
会
教
育
活
動
や
生

涯
学
習
を
健
全
に
発
展
さ
せ
る

た
め
、
研
究
・
協
議
す
る
場
。

郡
内
の
10
カ
町
村
の
教
育
長
、

社
会
教
育
担
当
者
で
構
成
さ

れ
、
今
年
度
は
当
町
見
並
教
育

長
が
会
長
を
務
め
る
。



テ
レ
ビ
の
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

２
、
９
８
０
円
／
月
　
の
コ
ー
ス
か

ら
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

役
場
、
保
健
福
祉
会
館
、
中
央

公
民
館
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城
の
ロ
ビ
ー

に
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
光
ケ
ー
ブ
ル

を
使
っ
た
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（株）
ｉ
Ｔ
Ｖ
、
も
し
く
は
お
近
く
の

電
気
屋
さ
ん
で
も
ご
加
入
い
た
だ
け

ま
す
。

▼
（株）
ｉ
Ｔ
Ｖ
（
ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
）

TEL
（
27
）
０
７
０
０

▼
町
総
務
課
公
室
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
（
58
）
８
２
０
０

な
お
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
に

つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
13
年
度
中
（
平
成
14
年
３
月

31
日
）
に
ご
加
入
い
た
だ
く
と

加
　
入
　
金

は

に
な
り
ま
す
。

引
込
工
事
費

※
一
般
家
庭
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

※
右
記
期
間
以
降
に
な
り
ま
す
と
、

約
４
万
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ご
加
入
い
た
だ
い
た
世
帯
や
事
業

所
に
は
各
１
台
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

６
０
０
円
／
月

（
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

契
約
　
２
、
５
０
０
円
／
月

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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3
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト

Tamaki Town Report

２
人
目
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
表
彰
は
、
経
済

産
業
省
と（
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
も
の
で
、
２
０
１

０
年
ま
で
に
大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
達
成
す
る
た
め
、
優
れ
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
、
省
資
源
性
、
環
境
改
善

な
ど
が
あ
る
民
生
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
・
資
材
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

シ
ス
テ
ム
を
広
く
公
募
、
発
掘
し
、

優
れ
た
も
の
を
表
彰
し
、
そ
の
開

発
・
普
及
を
支
援
し
て
、
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出

量
削
減
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
球
温
暖
化
に

貢
献
す
る
事
業
所
シ
ス
テ
ム
や
個
人

な
ど
を
表
彰
す
る
、
平
成
13
年
度
エ

ネ
ル
ギ
ー
月
間
表
彰
式
が
１
月
31

日
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
（
東
京
・

有
明
）
で
開
か
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
功
績
者
の
部
門
で
、
松
下
電
工
株

式
会
社
伊
勢
工
場
施
設
環
境
グ
ル
ー

プ
職
長
の
刀
根
芳
美
さ
ん
が
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
県
下
で
の
同
賞
受
賞
は

高速のインターネットが体験できる（役場ロビー）

◆
１
月
15
日
、
㈱
玉
城
（
グ
ッ
デ
ィ
）
様
か
ら
福
祉
事
業
に
と
50
万
円
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
１
月
25
日
、
小
久
保
安
郎
様
（
伊
勢
団
地
）
か
ら
有
田
保
育
所
に
電
子
ピ
ア
ノ
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
平
成
13
年
度
共
同
募
金

１
８
６
万
９
９
１
円
を
達
成

赤
い
羽
根
募
金
運
動
と
し
て
昨
年
末
、
街
頭
や
企
業
、
一
般
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
三
重
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
福
祉
施
設
、
団
体
等
に
配

分
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。



御霊（ごりょう）は怒（うら）みをのんで死んだ

り非業（ひごう）の死をとげた人（思わぬ死にかた

をした人）の怨霊（おんりょう）のことで、これら

の人魂（ひとだま）は悪霊となって災いをもたらす

と信じられたので、怨霊を鎮めるための神としてま

つった。

明治41年（1908）２月、田丸町の氏神を合祀（ご

うし）した村社田丸神社の前身、上町天神の由来

を書き留めたものがある。

〈田丸上町西の山は天神社の旧跡で、榎の大木

があった。山伏法蔵院と上町の人々が天神の社壇

をたてたいと願い出たところ、聞き届けられた上城

主から鳥居の木を寄進され、それまで南方からの道

だけであったが東にも新しい道をつけてくださっ

た。〉と記されている。

これは重要な記事である。古代人は雨の恵みを祈

って天神の降臨を乞（こ）うためできるだけ高い大

木を神の依り代にした。田辺の丘の上の榎大木は、

村里の人々が神の依り代とあがめた聖木であった。

久野城主『御年表略譜』には「元禄15年２月

(1702)田丸天満宮御勧請（かんじょう）」とあり、

このときに始まると考えられる。

天神会式の作り物屋台は宝暦８年(1758)には、板

屋町萱町が加わって５町、同10年から勝田町・魚

町が加わり田丸全町が作り物を競い合った。この時

のだし物は上町えびす大黒からくり物、大手町橋弁

慶、萱町小野道風、勝田町武者人形などと記録さ

れている。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

－御霊鎮魂－ 1

141

で
田
丸
保
育
所
に
伊
勢
市
消
防
本
部

と
玉
城
出
張
所
の
消
防
士
を
招
き
、

正
し
い
避
難
方
法
や
出
火
元
と
な
り

や
す
い
給
食
場
を
あ
ず
か
る
調
理
員

や
、
保
育
士
ら
が
消
火
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
後
、
園
児
は
実
際
に
消
防
車

を
見
学
し
、
防
火
服
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
身
に
付
け
て
も
ら
い
消
防
士
気
分

を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に

消
火
器
を
使
っ
て
消
火
訓
練
に
も
加

わ
り
、
興
味
津
々
で
訓
練
に
望
ん
で

い
ま
し
た
。

保
育
所
で
は
、
月
に
一
度
火
災
や

地
震
を
想
定
し
て
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

１
月
23
日
に
は
、
そ
の
取
り
組
み

２
月
３
日
の
節
分
を
前
に
１
日
、

各
保
育
所
で
節
分
の
豆
ま
き
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

豆
を
煎
る
香
ば
し
い
に
お
い
の
中
、

今
年
は
町
職
員
組
合
青
年
部
（
竹
郷

哲
也
部
長
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
鬼
に
扮
し
て
行
事
に
参
加
。
そ
の

姿
を
見
て
少
し
怖
が
る
子
も
い
ま
し

た
が
、「
鬼
は
そ
と
！
」
と
元
気
い

っ
ぱ
い
豆
ま
き
を
楽
し
み
、
心
に
す

む
泣
き
虫
鬼
や
怒
り
ん
ぼ
鬼
を
追
い

出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
保
育
所
で
志
向
を
こ
ら

職員が鬼に扮した豆まき（有田保育所で）

10

消防車を見学する子どもたち

し
た
劇
や
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
鬼
た

ち
と
仲
良
く
遊
び
ま
し
た
。
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く
ら
し
の
情
報
　
3
月
町
内
版

EVENT GUIDE

玉城おはなしキャラバン、３月の予定は次のとおりです。

時間はいずれも午後4時から4時30分まで。

【３月 6日】田丸地区　　西世古公民館

【３月13日】外城田地区　　玉城苑公民館

【３月20日】下外城田地区　　宮古公民館

詳しくは、飯田啓子さんTEL（58）4600へお尋ねください。

焼却設備を用いずに廃棄物を焼却処分する、いわゆる

「野焼き」が、全国各地で問題になっています。野焼き

は、ダイオキシンの排出という面でも特に問題があります。

家庭から出るごみや、事業活動に伴って発生するごみ

を自家処分により焼却すると、煙や臭いが発生したり、

灰が飛び散ったりして近所に迷惑を掛けることがありま

すので、町のごみ収集日に出していただくか、直接清掃

工場（伊勢市西豊浜町）に搬入してください。

また、事業系ごみは事業者が責任をもって、適正な処

分をしなければなりません。

特に、ビニールやプラスチックなど、塩素を含んだも

のを低い温度で燃やすとダイオキシンが発生しやすくな

り、生活環境を悪化させ、私たちの健康も脅かされます。

町でも、野焼きに関したこれらの苦情は、年々増加し

てきています。

昨年４月１日からは法律が改正され、定められた構造

の焼却施設で、正しい方法により焼却しなければならな

くなり、一般家庭でのドラム缶や法律で定められた焼却

施設以外での焼却は、原則として禁止されました。

ただし、たき火やキャンプファイアー・伝統的な行事

など、下記表の行為については焼却禁止の例外となって

います。

（※なお、周辺に迷惑となるような行為は、行政処分・行

政指導を行うこともあります）

また、悪質な違反者に対しては、法律に基づき罰則が

科せられます。

具体的には・・・
落ち葉たき、たき
火､キャンプファ
イアー

具体的には・・・焼き畑、
あぜの草および下枝の焼却、
魚網にかかったごみの焼却

具体的には・・・
正月の「しめ縄、
門松等」をたく行
事、塔婆の供養焼却

具体的には・・・災害等の応急
対策・火災予防訓練・災害復旧
のためのがれき類の焼却、凍霜
害から農作物被害を防止するた
めの稲わらの焼却

具体的には・・・
河川敷の草焼き、
道路側の草焼き

平成14年４月１日から精神障害者保健福祉手帳と精神

障害者通院医療費公費負担制度の申請窓口が、現在の保

健所から申請者の居住地の市町村役場に変更されます。

一定の精神障害の状態にある人に交付することによっ

て、県施設の利用料や税の減免などが受けやすくなり、

自立や社会参加の促進を図ります。

精神障害者の適正な医療を普及するため、入院しない

で行われる精神障害者が医療を受ける場合に、その医療

に要する費用の一部を公費で負担します。

詳しくは、町福祉課、あるいは保健福祉会館 TEL（58）
8000へお問い合わせください。

3月 4日（月）
町社会福祉協議会（保健福祉会館内）

7日（木）
介護老人保健施設（ケアハイツ玉城）

14日（木）
介護老人保健施設（弘樹苑）

いずれも午後２時～４時

下村　久　　大喜多　逸子　　谷口　惠津子
詳しくは町福祉課までお問い合わせください
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［町内版］
1

●定率制の訪問看護ステーションに係る月額上限額の

改定

病院の月額上限金額の改定にあわせて、老人訪問看護

療養費基本利用料の定率負担の場合の月額上限金額が改

定されます。

●定額制の訪問看護ステーションに係る定額一部負担

金額の改定

老人訪問看護療養費基本利用料の定率負担の場合の月

額上限金額の改定にあわせて、定額一部負担金額が改定

されます。

（月５回まで）

医療制度改革に伴い制度が改正されるまでの間、患者

（70歳以上の「老人医療受給証」取得者）は、現在の制

度により一部負担金を負担することになり、現行制度の

下で４月１日から以下のように「外来一部負担金」等の

金額が改定される予定です。

高齢者の外来の定額一部負担金（800円　月４回）に

ついては、現行の一部負担金額800円が４月から850円に

改定されます。

●定率制の病院に係る月額上限額の改定

定額一部負担金額の改定にあわせて、定率負担の場合

の月額上限金額が改定されます。

診療所または200床未満の病院

200床以上の病院　　　　　　

外来患者の一部負担

←この受給証を
お持ちの人が対象
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三重県建設労働組合伊勢支部では、伝統的な技能の伝

承と技術・技能の習熟をはかり、社会に即応できる技術

者を育てる目的で、「伊勢建設高等職業能力開発校」を

平成５年から開校しています。

建築施工系　木造建築科

訓練日：毎週水曜日　午前８時45分～午後５時15分

訓練期間：３年

訓練科目：建築概論、生産概論、建築製図、各種実習　

など

普通学科：社会、体育、数学、国語

課外授業：全国の訓練生との交流会、修学旅行など

大工見習い中の人

月額１万円、その他訓練協会費

（いずれも事業主負担）が必要

３月20日（水）

訓練を希望される方は、

同伊勢支部へお申し込み

ください。
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［広域版］
1

・・・

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

沖縄県立玉城少年自然の家およびその周辺の道路
で１月27日、視覚障害者マラソンが開催されました。
今年で７回目を迎える本大会も回を重ねるごとに参加
者が増え、今年は視覚障害者195名、晴眼者238名、
伴走者333名がエントリーしました。
今回で３回目の出場となる松本ムツ子さんは「普
段は伴走者がいないため、あまり練習できないが、
今回は自分なりに練習を積むことができ、自己ベス
トを出すことができた」と笑顔で話してくれました。
大会終了後には、恒例となった沖縄そばやぜんざ
い等を食べながらの交流会が開かれ、会場は和やか
な雰囲気につつまれていました。

三重県教育委員会では、下記のとおり銃砲刀剣類登

録審査会を開催します。

当日会場で配布する「登録申請書」に必要事項を記入

して提出。（登録証再交付の受審者は、「登録証再交付申

請書」）

（1）警察署に発見届出済みの「銃砲刀剣類」

（2）警察署から受け取った「銃砲刀剣類発見届出済証」

（3）登録手数料（庁舎内で販売している「三重県収入証

紙」を申請書に貼付してください。）

ア 新規登録手数料は、1件（1本）につき6,300円

イ 登録証再交付手数料は、1件（1本）につき3,500円

（4）発見届出人が登録名義人となりますので、登録申請

者本人であることが確認できるもの（運転免許証や健

康保険証など）

（1）審査は、登録申請者本人が上記の準備物を持参して

受審してください。

（2）やむを得ず申請者が受審できない場合は、代理人に

よる受審も可能です。ただし、代理人は「委任状」お

よび「代理人本人であることが確認できるもの（運転

免許証や健康保険証など）が必要です。

詳しくは、三重県教育委員会事務局スポーツ・生涯学

習課文化財保護室へお問い合わせください。

自己ベストを更新して喜ぶ松本さん（右から２番目）と伴走者たち

※審査受付時間は、10:00～12:00、13:00～14:00です。
※会議室名は、審査会当日に庁舎玄関に掲示します。
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■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課（村山龍平記念館） TEL 58 - 8212
●社会教育課（ 〃　　　） TEL 58 - 8378
■玉城病院 TEL 58 - 3039
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
介護老人保健施設 TEL 58 - 3770
訪問看護ステーション TEL 58 - 8117
在宅介護支援センター TEL 58 - 8822
居宅介護支援事業所 TEL 58 - 8822

■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会
社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
在宅介護支援センター TEL 58 - 8181
居宅介護支援事業所 TEL 58 - 6915

■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■中央公民館 TEL 58 - 6331
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
ふるさと味工房 TEL 58 - 8686

■伊勢広域環境組合斎場 TEL 28 - 5120

休日・夜間当直室
58-8213

今月の表紙

◆人の動き（平成14年2月1日現在）
●人口 14,605人 （+4人）
●男 7,117人 （-3人）
●女 7,488人 （+7人）
●世帯数 4,303世帯（-3世帯）
（ ）は1月1日以降の増減

TAMAKI

3月7日（木）・3月15日（金）
時間　午後１時30分～３時
場所　玉城病院機能訓練室（リハビリ室）
対象　40歳以上で機能訓練を必要とする方
内容　健康チェック、理学療法士・作業療法士による機能チェッ
ク・機能訓練指導など
＊ご希望の方は玉城病院までお申し込みください

3月12日（火）・18日（月）・25日（月）
4月9日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

3月13日（水）
受付時間　午後１時～１時30分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成12年６月１日～７月31日生まれのお子さんと
前回受けられなかったお子さん
＊該当児には、個人通知します

3月15日（金）
4月1日（月）・4月15日（月）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
お問い合わせは、町社会福祉協議会へ

3月20日（水）
時間　午前中
場所　各町立保育所
対象　家庭で保育している乳幼児とその保護者
毎月第３水曜日に開放
詳しくは各町立保育所へお問い合わせください

3月28日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●国民健康保険料
（第12期）…………………4月1日（月）

お問い合わせは、町福祉課へ

4月2日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　１年の計画について
＊お気軽にお越しください

リハビリ
教室

1歳6カ月児
健康診査

町立
保育所の
園庭開放

町税など
納期の
お知らせ

たまきっこ
くらぶ

いきいき
クラブ

行政・心配
ごと相談

乳幼児相談
赤鬼・青鬼に扮した職員らは、子ども

たちの元気さに圧倒されまんまと退散。
豆をぶつけられ痛い経験でしたと苦笑し
ていました。
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